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休
戦
後
の
船
舶
徴
護
解
除
過
程

ー

l
第
一
次
世
界
大
戦
に
於
げ
る
イ
ギ

p
z
に
つ
い
て

1
1

佐

平

披

"'"・日

序

百

第
一
次
世
界
大
戦
忙
イ
ギ
リ
ス
が
採
っ
先
海
運
統
制
白
究
極
的
稜
展
段
階
は
舶
舶
白
全
国
的
徴
畿
で
あ
っ
た
V

卸
ち
、
開
戦
営
初

に
は
、
梅
混
統
制
は
一
部
の
舶
舶
(
主
ξ

し
て
不
定
期
舶
)
白
徴
護
と
運
航
統
制
と
に
と
ど
め
ら
れ
た
が
、
戦
局
の
進
展
と
共
に
そ
の
度

を
加
へ
た
梅
上
柿
給
雛
を
打
開
す
る
た
め
陀
、
イ
ギ
リ
ス
営
局
は
統
制
D
封
象
と
範
固
と
を
次
第
に
憤
大
し
、
ふ
曜
に
一
九
一
七
年
二

月
末
、
定
期
舶
を
含
む
全
船
舶
の
金
問
的
徴
致
を
決
意
し
て
、
謂
は
ゆ
る
北
大
西
洋
航
路
集
中
主
義
を
断
行
し
、
戦
争
を
聯
合
図
の

勝
利
陀
翠
〈
契
機
を
つ
く
っ
た
白
で
あ
る
。
従
っ
て
、
休
戦
と
た
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
海
蓮
政
策
に
'
と
っ
て
最
大
問
題
は
亡
の
戦
時
船

舶
統
制
機
構
を
如
何
忙
解
惜
し
て
平
時
の
組
織
に
移
ず
か
と
云
ム
E
と
で
あ
っ
た
。
以
下
、
戦
時
海
運
統
制
機
構
特
に
舵
舶
徴
費
制

度
解
除
の
た
め
忙
営
時
の
イ
ギ
リ
ス
首
局
が
如
何
に
政
策
し
た
か
を
出
来
る
限
り
簡
潔
に
考
察
し
た
い
。

ーー
休
戦
直
後
の
海
運
統
制

一
目
、
副
ち
休
戦
保
約
締
結
白
営
目
、
イ
ギ

H
λ
政
府
は
護
詮
船
制
度
停
止
令
を
殻
し
・
ま
た
臨
抑
制
目
的
D

一
九
一
八
年

月

休
戦
後
白
畑
舶
徴
護
解
除
過
程

第
五
十
八
巻

第
三
抗

=
一
九
九

4場

¥ 
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体
職
後
山
崎
舶
徴
務
解
除
過
程

崎
町
=
一
揖

傍
五
十
八
巻

た
め
の
商
拙
航
行
制
限
を
撤
廃
ず
る
と
公
告
し
た
。
そ
し
て
、
戦
時
海
上
保
険
料
率
を
一
一
月
一
日
に
遡
っ
て
五
.0.ハ
ア
セ

V
ト
方

*
 

大
幅
に
引
下
げ
る
と
務
去
し
、
翌
一
二
日
に
は
海
軍
営
局
主
り
戦
争
忙
悲
因
し
て
委
主
す
る
特
別
の
事
情
の
た
め
必
要
注
る
期
間
以

上
陀
亙
つ
で
海
運
統
制
を
繕
槙
せ
ざ
る
旨
を
裂
表
し
わ
。
か
〈
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
愈
と
戟
時
海
漣
統
制
の
解
除
陀
着
手
す
る
Z
と
に

左
り
、
事
賞
、
泊
槽
舶
の
一
部
は
休
戦
と
共
に
乞
れ
を
徴
禁
制
か
ら
解
除
し
わ
。

*
フ

Z
I

ル
に
依
れ
ば
、
と
の
場
合
、
舶
膿
保
険
料
は
定
期
契
約
で
は
一
翠
に
七
で
一
四
O
志
か
ら
一
五
志
に
引
下
げ
b
れ
、
航
海
契
約
で
は
一
一
志

.
六
月
と
い
ふ
職
前
一
九
一
四
年
の
水
準
に
ま
で
引
下
げ
ら
れ
た
。
な
ほ
、
積
荷
惇
険
白
岡
替
取
扱
事
務
は
体
職
樺
約
締
結
k
同
時
に
鹿
止
さ
れ
た
。

回

O
O

併
し
、

E
れ
ほ
嘗
局
が
自
ら
採
る
ペ
昔
休
戦
後
の
海
建
統
制
白
一
般
的
原
則
を
示
し
た
に
過
ぎ
左
か
っ
た
。
戦
時
海
運
統
制
が
平

時
欣
態
に
ま
で
同
復
ナ
る
に
は
、
賓
際
上
の
種
々
困
難
左
問
題
が
横
っ
て
ゐ
た
。
「
技
術
的
に
言
へ
ば
、

る
休
止
に
過
ぎ
左
か
っ
た
。
」

第
一
は
政
治
上
の
問
題
で
あ
っ
た
。
休
戦
保
約
は
勿
論
直
ち
に
平
常
欣
態
へ
白
岡
復
を
意
味
し
た
か
っ
た
し
、
更
に
、
そ
白
海
運

休
戦
は
敵
封
行
矯
の
車
左

統
制
仕
草
花
イ
ギ
リ
ス
だ
け
白
海
運
統
制
で
な
〈
山
田
γ

ろ
聯
合
図
金
程
D
た
め
の
協
同
海
蓮
統
制
(
『
言

h
P
E
E
p
f
M
M
M
M肉

P
巳
2
4
で

あ
っ
た
。
従
つ
ず
一
、
休
戦
僚
約
が
締
結
さ
れ
た
か
ら
と
て
、
直
ち
に
統
制
を
解
除
す
る
わ
け
に
い
か
た
か
っ
た
。
一
つ
に
は
休
戦
後

〆

在
ほ
平
常
忙
復
し
て
ゐ
た
い
敵
園
側
に
備
へ
る
た
め
、
一
つ
陀
は
聯
合
園
白
う
ち
に
も
決
定
的
友
平
和
保
約
が
締
結
さ
れ
る
ま
で
は

一
致
し
た
足
並
と
園
結
と
を
保
誰

L
難
い
も
の
が
あ
り
、

E
れ
ら
に
封
ず
る
威
嚇
と
用
意
と
の
た
め
に
、
柑
同
上
輸
送
統
制
を
継
続
す

る
必
要
が
あ
っ
ゎ
。

第
二
は
鰹
桝
上
白
問
題
で
あ
っ
た
。
休
戦
と
た
っ

τ一
先
づ
戦
闘
朕
態
が
終
焔
し
た
に
も
拘
ら
十
、
舶
腹
自
上
に
は
却
々
持
穣
的

在
徐
裕
は
問
て
来
泣
か
っ
た
。
成
る
程
、
休
戦
直
後
に
は
文
字
遇
り
一
時
的
左
紬
腹
過
剰
が
出
現
し
た
。
軍
隊
・
軍
需
資
材
の
輪
迭

Fayl~ C:. E~ The War-and ~he _.Ship:p~ng ~n?ustry， ~o~~on _ Igzt， p・359目
Dearle; N. B.， An Econo1nic αironlcle -of the Great War for the Great 
Britain & Ireland-.， London 1929. p. 227. 
Fairplay， Dec. .zG， 1:91:81 P・9<"，

2) 
3) 

4) 



は
停
止
し
た
の
に
民
間
輸
送
需
要
は
徐
々
に
し
か
増
大
し
友
か
っ
た
。
護
送
船
制
度
目
廃
止
は
蓮
航
船
腹
の
節
約
と
航
海
時
聞
の
短

縮
と
を
も
た
ら
し
品
。
従
っ
て
戦
時
中
の
現
象
と
は
査
〈
皮
謝
民
、
貨
物
輸
送
需
要
の
た
め
に
舶
腹
を
如
何
に
手
首
す
る
か
と
云
ふ

め

上
り
も
、
寧
ろ
、
航
海
を
了
へ
甘
入
港
し
た
船
舶
に
突
の
新
じ
い
仕
事
を
如
何
江
充
て
が
ふ
か
、
が
問
題
に
友
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
程
告
で
忙
一
時
的
と
は
云
へ
畑
町
腹
の
飴
剰
が
附
て
来
た
。
と
れ
は
特
陀
石
茨
輸
出
港
に
於
い
て
起
っ
た
現
象
で
あ
っ
て
、
休
戦
僚

約
締
結
白
翌
月
前
半
の
如
き
は
、
昼
載
の
ま
ま
出
港
し
た
船
舶
は
賓
民
五

O
商
噸
を
算
へ
わ
。
勿
論
、

E
れ
は
運
賃
及
び
傭
冊
料
の

低
下
と
し
て
現
は
れ
、
北
大
西
洋
定
期
締
運
賃
D
如
昔
、
或
る
揚
合
は
休
戦
直
前
の
水
準
の
六
分
の
一
に
さ
へ
崩
落
し
か
。
併
し
、

か
う
し
た
扶
態
が
全
く
一
時
的
な
も
D
と
し
て
聞
も
な
〈
経
過
す
る
と
、
今
度
は
極
め
て
深
刻
友
船
腹
不
足
が
や
っ
て
来
た
。

*
イ
ギ
リ
ス
本
困
向
け
龍
件
直
醐
園
田
最
後
の
も
の
は
休
戦
傑
柏
締
結
後
二
掴
間
以
内
に
イ
ギ
ヲ
ス
本
岡
由
港
に
蹄
惜
し
h
。

い
ま
、
と
の
舶
腹
不
足
を
需
要
側
白
原
因
と
供
給
側
の
原
因
と
に
分
っ
て
考
察
す
れ
ば
、

需
要
側
白
原
因
と
し
て
は
、
先
づ
遠
征
軍
隊
白
大
量
詮
還
が
あ
っ
た
。
が
、
よ
り
持
続
的
危
蹄
腹
需
要
凶
瞬
合
図
聞
に
於
け
る
物

資
需
給
不
均
衡
調
整
D
た
め
D
海
上
輸
・
急
で
あ
っ
た
。
周
知
の
や
乃
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
休
職
傑
約
は
突
如
と
し
で
行
は
れ
た

も
の
で
は
た
い
。
聯
合
闘
側
は
己
れ
に
先
立
つ
数
ヶ
月
前
か
ら
休
戦
の
情
報
を
入
手
し
て
ゐ
た
。
だ
か
ら
、
聯
合
同
海
上
輸
送
協
議

舎
は
休
戦
に
先
立
っ
て
海
上
輸
送
。
平
時
へ
白
切
替
を
用
意
し
、
銃
に
一
九
一
八
年
一

O
月
末
、

E
の
と
止
に
闘
し
て
海
運
省
モ
白

他
は
公
的
通
報
を
致
し
て
ゐ
た
。
従
っ
て
、
休
戦
傑
約
の
締
結
を
見
る
閣
に
、
直
接
軍
需
物
資
の
積
込
ほ
手
控
へ
ち
れ
、
代
り
一
一
荷
と

し
て
、
食
料
品
・
原
料
品
が
揮
ば
れ
丸
。
併
し
、
回
よ
h

へ
と
の
切
替
に
は
限
度
が
あ
り
、
輸
送
需
要
量
と
職
活
船
腹
と
の
ひ
ら
き

は
大
き
か
っ
た
P

そ
己
で
、
愈
と
休
戦
傑
約
が
締
結
さ
れ
る
や
、
一
一
一
月
一
三
日
、
イ
ギ
リ
ス
戦
争
内
閣
は
聯
合
図
聞
物
資
需
給
調

整
の
た
め
に
大
量
白
船
腹
を
手
首
ナ
ベ
〈
寸
休
戦
後
白
政
策
」
を
樹
立
し
、
フ
ラ
Y

ス
・
イ
グ
リ
7
雨
園
の
た
め
に
配
楠
計
課
を
立
て

体
職
後
の
舶
舶
徴
謹
解
酷
過
程

静
五
十
八
巻

四
O 

第
=
一
読

Fayle，ιE.， SealづOTneTrade， Vol. ]11.， London 1924. p. 417. 
Fayle， Seaborne Trade， Vol. III.， p. 41I 
~ayle， War and Shipping.， p. '370; F<tirplay， Dec.臼， 1918， p. 856. 
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， 

第
五
十
八
巻

四

第
一
ユ
抗

体
職
後
の
畑
舶
徴
琵
解
除
過
程

逐
次
E
れ
を
賓
施
し
ら
と
と
ろ
が
、
休
戦
後
白
時
の
経
過
と
共
に
、
E
れ
に
要
す
る
粒
胞
の
意
外
に
犬
き
い
と
冒
と
が
判
明
し
た
。

E
の
揚
合
、
ド
イ
ツ
・
オ

1
ス
ト

H
・
ロ
シ
ア
の
経
済
的
疲
弊
が
航
路
の
縛
換
従
っ
て
上
り
大
量
の
蛇
腹
を
必
要
と
し
た
E
と
が
特
に

四
O 

注
意
さ
れ
な
〈
て
は
左
ち
ぬ
。
帥
ち
、
従
来
、
ド
イ
ツ
・
オ

l
ス
ト
リ
・
オ
ラ
ン
ダ
か
ち
来
た
甜
菜
糖
、
黒
海
か
ら
来
た
穀
物
、
白

権
・
バ
ル
ト
海
か
ら
来
た
木
材
・
酪
農
産
物
は
、
東
部
並
び
に
中
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
的
荒
廃
の
た
め
に
、
と
れ
を
犬
た
り
小
左

り
他
の
遠
隔
地
か
ら
り
轍
入
に
侠
た
注
〈
て
は
在
ら
在
〈
た
っ
た
。
従
う
て
そ
れ
だ
け
多
〈
の
舶
腹
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。

*
一
九
一
九
年
一
月
二
二
日
附
フ
ラ
ン
ス
と
の
協
定
に
依
ワ
て
、
イ
ギ
9
へ
は
ア
ラ
シ
ス
の
た
め
に
二
、
五
O
O
重
量
噸
以
上
白
不
定
期
舶
を
一
ケ

5
 

月
二
五
忘
以
下
で
配
醐
ナ
る
こ
と
を
約
L
、
翌
月
に
は
イ
タ
9
ア
に
封
L
て
も
同
様
白
協
定
を
結
ん
だ
。

だ
が
、
上
り
重
大
た
作
用
を
属
し
た
の
は
快
給
側
(
船
舶
側
)
の
原
因
で
あ
っ
た
。
船
舶
修
繕
工
事
の
遅
延
(
政
府
は
徴
援
舶
に
謝
し
て

傘

*

占

事

は
解
除
に
先
立
う
て
原
川
市
復
蓄
の
た
め
工
事
を
鵠
ず
べ
き
義
務
を
宥
L
主
、
浩
機
遺
舶
ヱ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
、
港
湾
荷
役
閥
係
紛
議
、
等
々
の
事

情
が
多
数
白
舶
舶
を
運
航
不
能
に
導
い
た
ロ
勿
論
、
か
う
し
た
舶
腹
側
の
事
情
は
戦
時
中
に
も
既
に
海
上
輸
送
の
臨
路
と
し
て
働
い

で
ゐ
た
白
で
あ
る
が
、
賠
舶
修
精
工
事
の
如
昔
、
戦
時
中
は
止
む
た
〈
繰
延
べ
ら
れ
て
ゐ
た
の
が
、
休
戦
と
在
る
と
、
や
が
て
来
た

一
九
一
九
年
一
月
か

ち
三
月
へ
か
け
て
、
か
う
し
た
修
理
白
た
め
白
枯
渠
稿
様
だ
貯
に
墓
因
し
て
航
洋
舶
の
一
一
割
見
営
が
航
海
を
休
ん
だ
。
悶
み
忙
、
休

ち
ん
と
す
る
平
時
の
稼
働
を
強
期
し
て
今
己
そ
修
繕
せ
ん
も
の
ぞ
と
一
時
に
賠
渠
に
殺
到
し
た
形
で
あ
っ
犬
。

戦
と
在
る
や
、
聯
合
同
側
は
戦
争
中
ド
イ
ツ
諸
港
深
〈
待
避
し
て
ゐ
た
F
イ
ツ
舶
を
引
取
り
と
れ
を
も
っ
て
休
戦
後
の
舶
股
逼
迫
を

多
少
と
も
抑
制
減
せ
ん
と
工
作
し
た
け
れ

E
も
、
ド
イ
ツ
と
D
交
渉
に
手
間
ど
っ
た
た
め
、

E
れ
を
海
上
職
活
力
と
し
て
利
用
す
る
と
と
を
得
泣
か
っ
た
。

一
九
一
九
年
三
月
中
旬
に
た
ち
在
〈
て
は

*
但
L
、
と
の
復
奮
工
事
は
必
ず
し
も
引
控
前
に
行
は
れ
る
主
は
限
ら
な
h
っ
た
。
輯
鞍
し
て
ゐ
る
舶
棄
で
修
理
工
事
の
順
番
を
待
っ
て
ゐ
で
は
、

• 

!，ayle， War ~n~_ ~hi:pping.， p. ~65; Fayle， Seahnrne TTade， Vol.IIL p. 4~o 
Salter， Allied Shipping Control， p・2I7.
Fayle， Seaborne Trade， Vol. JII.， p. 4I7-
Fayle， Seaborne 'frade， Vol. IIl~， p. 4I6 

9) 
10) 

口)
日)



an 

何
時
酎
舶
の
引
渡
を
受
け
を
か
見
常
が
つ
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
一
九
一
九
年
一
月
六
日
よ
り
同
年
=
一
月
一
日
ま
で
白
イ
ギ
p
ス
北
東
前
岸
に
於
け
る
誼
冊
治
機
工
の
え
T

ラ
イ
キ
、
こ
れ
に
問
。
、
0
0
0
名
加

盟
一
一
九
一
丸
年
一
月
二
七
日
よ
り
同
年
二
月
中
旬
ま
で
の
ス
ヨ
ツ

t
ラシ

γ
に
於
け
る
盛
舶
遺
構
工

m
ス
ト
ラ
イ
キ
、
と
品
作
門
q
骨
ー
で
は
五

o、C
O
O
名
、
可
。
込
H
H

で
は
七
、
C
C
名
加
盟
。
一
丸
一
目
九
年
一
月
二
七
日
よ
り
=
一
月
凶
日
ま
で
の
ロ
シ
ド
ン
に
於
け
る
舶
舶
修
理
工
白
ヌ
ド
ラ
イ

9
 

キ
、
こ
れ
に
一
五
、

c
o
c名
加
盟
。

E
の
や
ろ
詮
需
要
側
供
給
側
の
原
因
が
競
合
し
て
、
一
九
一
九
年
九
入
る
と
、
船
舶
の
不
足
は
央
第
忙
期
著
と
左
り
、
同
年
一
一
一
凡

〆

初

の
mm
態
は
貸
に
戦
時
中
の
舶
舶
最
排
底
時
を
想
は
ず
も
白
が
あ
っ
た
ロ
戦
争
さ
へ
終
了
す
れ
ば
直
ぐ
に
も
総
選
関
係
が
改
善
す
る
で

あ
ら
う
と
晴
朗
悲
し
た
者
を
金
〈
裏
切
る
欣
態
が
出
て
来
た
b
け
で
あ
る
。

従
っ
て
、
休
戦
後
冒
と
雄
も
戦
時
中
と
大
開
同
様
の
海
運
統
制
を
必
要
と
し
た
。
即
ち
、

可
制
と
は
そ
の
ま
ま
績
行
せ
ら
れ
た
。
穀
物
・
砂
糖
・
そ
の
他
D
必
需
品
は
依
然
と
し
て
政
府
勘
定
で
も
っ
て
輸
入
さ
れ
た
。
運
賃

は
勿
論
統
制
下
に
あ
っ
た

odkっ
き
、
海
運

1
7ク
レ

1
(
ω
5
4
v
F己
主

語

審

議

所

ι宛
て

て

聖

書

聖

求
め
る
た
め
突
の
辛
ろ
に
懇
請
す
る
と
と
ろ
が
あ
っ
た
。

一
部
の
舶
舶
を
除
い
て
徴
護
制
と
航
行
許

「

イ

ギ

9
ス
海
運
は
職
争
を
勝
利
に
導
〈
た
め
に
買
に
よ
〈
そ
の
任
務
を
逢
行
し
て
央
れ
た
。

&

E
ろ
で
、
全
は
最
後
に
も
う
一
つ
各
位
忙
願
が

あ
る
。
諸
君
の
協
力
を
事
は
な
f
て
は
な
ら
ぬ
ζ

と
が
あ
る
。
岡
家
が
こ
の
勝
利
の
成
呆
E
十
分
に
す
る
た
品
に
、
イ
ギ
リ
ス
冊
主
は
必
要
の
場
舎
に

は
も
う
暫
f
白
問
閤
家

m
た
品
に
協
働
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。

ζ

白
問
、
私
錠
hu
念
頭
第
一
に
置
か
f
、
本
質
的
に
イ
ギ
9
λ

並
刊
日
に
聯
骨
関
白
た
品

必
要
な
る
運
輪
に
舶
舶
を
運
航
L
な
(
て
は
な
ら
ぬ
n

v

L

J

休
戦
後
の
相
営
た
期
間
海
運
統
制
を
引
積
雪
必
要
と
す
る
と
い
ふ
と
と
は
、
既
に
休
戦
忙
先
立
つ
一
九
-
八
年
六
・
七
月
比
開
催

忽

せ
ら
れ
た
帝
園
戦
争
合
議
官

Z
E
E
-
司
R
E
P
P
B凶
自
)
で
も
は
っ
曹
り
見
透
し
を
つ
け
て
ゐ
て
、

一
部
を
除
い
て
は
一
般
の
認
め
た

と
己
ろ
で
あ
っ
た
。
併
し
、
さ
ろ
は
言
へ
、
戦
時
中
抑
制
さ
れ
た
運
賃
文
段
徹
夜
料
金
し
か
入
千
出
来
た
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
船
主
に

休
職
彼
自
舶
舶
償
援
解
除
過
程

第
五
十
八
巻

四

o=一
第

擁

豆玉

Salter， Allied Shipping.， p. 329. 
Fayle; War and ShipPlng~， p. 371; Saugstad， J. E.， Shipping and Ship-build-
ing Subsidies， Washington 1932. pp._2I o-~ 
Saltcr， Allicd Shipping.， p・3:32;'Fayle， WaT and Shipping.， pp. 360-1 
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体
職
後
の
細
舶
犠
費
解
除
過
程

第
五
十
八
番

帯
=
一
規

六

四
O
四

と
っ
て
、
休
戦
後
の
海
運
統
制
は
賓
に
も
ど
か
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
機
舎
あ
る
毎
に
海
運
統
制
解
除
の
要
を
設
昔
政
附
に

非
難
を
浴
せ
た
。
ヲ
昆

7
プ
レ
ー
を
始
め
新
聞
紙
雑
誌
は
か
ろ
し
た
要
求
と
不
平
の
記
事
を
随
所
に
掲
げ
た
。
同
〈
、

「
政
府
常
局
は
徴
護
舶
は
『
由
来
る
限
り
早
い
自
に
L

畑
中
引
の
手
に
複
「
ナ
主
繰
遮

L
庫
明
し
で
ゐ
る
が
、
早

f
し
で
貰
は
ぬ
こ
と
に
は
、
イ
ギ
リ
九

海
運
は
外
岡
崎
主
に
づ
け
込
主
れ
て
国
際
的
競
宇
場
裡
に
立
っ
て
行
け
ぬ
こ
・
と
に
な
る
。
我
々
の
捕
は
『
職
宇
目
的
』
に
の
み
徴
護
せ
ら
れ
た
筈
で
あ

mu 

る
。
云
々
し

「
職
時
中
に
イ
ギ

P
九
四
官
僚
の
や
ワ
た
こ
・
と
は
一
般
に
岡
家
と
し
で
誇
る
に
且
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
が
責
任
は
官
僚
調
善
が
負
は
ね
悶
な
ら

向
。
彼
等
は
恰
も
電
気
鰻
の
や
う
に
舶
主
を
姉
伴
さ
し
て
ホ
泥
探
〈
何
慮
ま
で
も
引
張
り
込
ま
う
と
ナ
る
も
の
で
あ
る
。
一
再
々
」

「
件
職
後
円
聯
骨
園
聞
の
物
費
需
給
調
整
の
た
め
に
運
航
統
制
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
聯
告
岡
町
全
冊
院
を
プ

l
山
ず
べ
き
で
は
な
い
か
。

イ
ギ
リ
ス
醐
だ
け
が
笠
間
藤

(
S
E
Z
自
主
な
る
か
白
如
〈
考
へ
ら
れ
て
構
性

E
調
ひ
ら
れ
る

Z
不
明
刊
で
あ
る
。
云
-
~
」

併
し
、
客
親
的
事
態
は
イ
ギ
リ
ス
紬
主
白
か
う
し
た
要
求
と
は
随
分
縁
遠
い
と
と
る
に
あ
っ
た
。
物
資
不
均
御
の
調
整
は
殆
ん
ど

金
〈
海
上
輪
港
統
制
如
何
に
か
か
っ
て
ゐ
た
。
事
寅
ま
た
、
「
貿
易
・
商
品
を
制
限
し
た
ま
ま
で
胎
舶
徴
琵
削
を
解
除
し
て
見
た
と
己

切

る
で
意
味
の
な
い
と

k
で
あ
っ
た
。
自
由
貿
易
市
揚
の
成
立
に
先
立
つ
自
由
般
腹
は
無
待
と
い
ふ
よ
り
も
寧
ろ
有
害
で
あ
っ
た
。
」

*
一
九
一
九
年
二
月
一

O
日
、
惜
岸
航
行
舶
の
す
べ
て
及
び
五

0
0純
噸
以
上
田
帆
醐
・
蒸
汽
舶
に
封
し
て
航
行
許
可
制
を
停
止
し
た
。
世
し
、
己

幻

自
治
岸
航
行
相
自
制
限
は
、
同
年
凡
月
一
日
再
び
強
化
さ
れ
た
。

般
舶
徴
稜
一
般
的
解
除
の
珠
骨

一
九
一
九
平
一
一
一
月
一
日
か
ら
事
態
は
新
し
い
愛
展
を
辿
る
と
と
に
な
っ
た
。
同
年
一
月
一
五
日
附
を
も
っ
て
海
軍
還
輪
部

が
徴
褒
純
白
一
般
的
解
除
を
諌
骨
し
た
か
ら
で
あ
る
。

併
し
、

Fayle， Seaborne 'frade， Vol. III.， p. 421. 
Fayle， S白 .borneTrade， Vol. IIr.~ p. 420 
Fayle，、Varand Shippin官， p. 362・
Dearle， EC()noITlic Chronicle.， p. 245 
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*
徴
護
側
白
或
る
も
の
が
こ
れ
に
先
じ
て
解
除
さ
れ
つ
つ
あ
ワ
た
と
と
は
陸
連
の
語
り
で
あ
っ
て
占
北
大
西
洋
航
路
定
期
舶
も
一
九
一
九
年
二
月
一

明

王
日
よ
り
一
部
徴
震
を
解
除
さ
れ
始
必
た
。

だ
が
、

E
の
一
般
的
解
除
は
会
商
的
且
つ
即
時
的
解
除
を
意
味
し
た
か
っ
た
。
幾
っ
か
白
極
め
て
重
要
保
件
が
と
れ
陀
附
せ
ら
れ

て
ゐ
た
た
め
に
、
船
舶
に
依
つ
て
は
文
字
通
り
の
強
告
で
し
か
友
か
っ
た
。
参
考
の
た
め
に
、
己
白
旗
告
文
を
掲
げ
る
に
弐
の
通
り

で
あ
る
。

「
海
運
織
監
ハ
イ
ギ

9
ス
醐
ガ
車
ル
ニ
一
月
一
日
以
降
イ
ギ
9
ス
本
国
一
一
於
ケ
ル
引
拡
港

J

|
特
別
ノ
場
合
J

外
岡
港

1
l
z
到
着
シ
テ
常
設
航
海
ヲ

終
了
シ
タ
ル
ト
キ
丹
、
常
設
雌
舶
ガ
政
府
ノ
用
詮
ノ
タ
メ
-
一
必
要
ナ
ル
場
合
文
ハ
特
別
ノ
事
情
ア
ル
場
合
ノ
ホ
カ
円
、
ヨ
レ
ガ
徴
議
ヲ
牌
陪
ス
ル
ヨ
ト

ヲ
菰
昌
通
告
ス
。
ロ
レ
ヲ
以
テ
、
船
主
一
般
ρ

、
上
記
ノ
日
以
降
、
ッ
ノ
所
有
加
ヲ
、
海
運
糊
監
ノ
承
認
ヲ
待
タ
ル
使
用
及
ピ
傭
糊
契
約
=
従
ヒ

H
ッ

常
設
航
海
一
二
割
ス
ル
所
定
ノ
許
可
書
ヲ
得
タ
ル
上
、
自
由
=
島
理
ス
ル
=
ト
ヲ
得
。
但
シ
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
並
ピ
↑
一
聯
告
別
一
一

1
p
テ
本
質
的
ナ
ル
輪

出
入
品
ノ
輪
匙
ヲ
確
保
ス
ル
目
的
ヲ
以
干
、
仲
町
分
ノ
問
、
ヵ
カ
ル
本
質
的
尚
品
ノ
輪
選
一
一
封
シ
運
航
指
定
制
及
ピ
運
賃
制
限
ヲ
適
用
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

ス
ベ
テ
ノ
舶
主
A

Y
ノ
代
理
府
又
《
仲
立
人
ヲ
姐
シ
テ
醐
舶
ノ
使
用
ユ
ツ
キ
自
由
一
一
商
談
プ
舗
シ
得
ル
号
ノ
ト
ス
。
伺
ジ
、
海
運
糊
監
川
上
記
ノ
畑
舶

ノ
使
用
品
於
イ
テ
本
質
的
航
路
ノ
樺
バ
レ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
ス
ル
モ
ノ
ナ

9
。
ト
丹
言
「
、
却
品
師
、
徴
議
機
ハ
引
繍
キ
海
運
綿
瞳
ノ
手
品
一
間
保
セ
ラ
レ
、

必
要
ア
ル
場
合
川
何
時
タ
リ
ト
モ
ヨ
レ
ヲ
海
運
総
監
=
於
イ
テ
波
動
シ
待
ル
宅
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
承
知
ア
ル
ベ
シ
。
ナ
ホ
、
ヨ
ノ
語
告
ハ
海
軍
並
ピ
=
陸

Mm 

寧
ノ
完
全
ナ
ル
用
役
ノ
下
品
就
航
シ
ア
ル
嗣
舶
一
一
劃
シ
テ
《
ヨ
レ
ヲ
儒
λ

モ
ノ
Z

非
ズ
。
」

い
ま
、

E
の
解
除
傑
件
E

と
営
時
の
経
過
的
徴
税
制
と
に
つ
い
て
見
る
に
、
先
づ
己
己
で
の
解
除
の
封
象
が
軍
白
完
全
使
役
舶
以
外

の
納
舶
と
い
ふ
E
と
で
あ
る
。
即
ち
多
数
の
一
舶
舶
は
来
だ
解
除
の
針
象
と
友
ら
宇
依
然
と
し
て
一
般
的
用
役
の
簡
外
に
あ
っ
て
活
動

し
た
け
れ
ば
左
ら
・
な
か
っ
た
白
で
あ
る
。
ー
次
に
は
、
た
と
へ
徴
致
を
解
除
さ
れ
た
船
舶
と
雌
も
営
局
白
許
可
又
は
指
令
に
従
っ
て
運

航
す
ペ
昔
も
の
と
せ
ら
れ
、
常
局
の
定
め
た
る
優
先
的
順
位
に
従
っ
て
貨
物
の
積
取
を
た
し
、
政
府
関
係
白
貨
物
又
は
藤
容
に
謝
し

て
は
一
定
の
輸
送
義
務
を
課
せ
ち
れ
た
。
而
し
て
、
そ
の
運
賃
も
、
軍
隊
・
水
兵
・
武
器
開
築
・
車
需
工
業
要
員
そ
白
他
官
吏
の
輪

休
戦
後
の
舶
舶
徴
溌
解
除
過
程

第
五
十
八
巻

七

田

O
王

帯
=
一
腕

Fayle， War and Shipping.， p. 366. 
Fairplay， Nov. 21， "1918， p. 758. 
FairpIay. Oct. 31， 1918， p. 667_" Inter~Imperial Shipping". 
Fairplny， Nov. :21， 191~， p. 751. 
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休
戦
後
の
船
舶
徴
盟
理
解
除
過
程

俸
五
十
八
巻

/樺一一一蹴

廷
に
は
一
定
の
契
約
運
賃
、
そ
白
他
に
は
従
前
週
一
り
の
青
本
葬
(
回
宮
内
出
。
。
r
E
R
)
を
適
用
す
己
手
舟
一
し
ザ

*
岡
弘
甲
に
、
こ
の
輪
話
回
た
品
に
要
ナ
る
附
内
工
事
費
そ
の
他
は
、
北
大
商
洋
航
路
で
は
醐
主
負
婚
、
他
の
航
路
で
は
政
府
負
揖
と
定
め
ら
れ
、
齢

路
に
図
る
費
用
に
劃
し
て
は
政
府
が
と
れ
に
相
設
す
る
補
償
按
錯
す
が
、
=
一
十
日
以
内
田
滞
酬
に
悶
る
張
費
時
こ
れ
を
補
慣
し
な
い
こ
と
K
L
h
。

四

O
穴

y、

但

L
、
定
期
般
に
つ
い
て
怯
験
設
義
務
・
輪
詮
義
務
期
間
・
運
賃
等
を
別
個
に
定
め
、

一
九
一
九
年
八
月
=
二
日
ま
で
は
舶
蛤

の
七

O
パ
ア
セ

Y

ト
、
そ
れ
以
後
は
五

O
バ
ァ
セ
ン
ト
ま
で
政
府
貨
物
白
輪
詮

ι営
る
べ
き
も
白
と
吐
ら
れ
、
運
賃
は
そ
の
時
々
の

、
事
情
に
依
っ
て
E
れ
を
取
税
め
る
と
す
る
も
、
九
年
二
月
現
在
の
水
準
を
超
え
た
い
己
と
を
保
件
、
と
し
た
。
そ
し
て
、
己
の

ゴL

輸
送
義
務
期
限
を
軍
隊
並
ぴ

E
藤
容
白
職
廷
に
闘
し
て
は
一
九
三

O
年
八
月
=
二
日
、
貨
物
に
閲
し
て
は
一
九
一
九
年
一
一
一
月
三
一

日
又
は
一
さ

5
雪
万
一
一
一
一
日
と
定
め

h
o

在
限
、
E
E
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、
己
主
で
謂
ふ
と
己
ろ
の
一
般
的
解
除
が
定
期
船
白
特
殊
装
置
般
檎

(
E
E
E
E
4
3
)
を
除

外
し
て
ゐ
る
と
と
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
戦
時
食
料
補
給
白
た
め
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
エ
ユ
ゥ
ジ

I
ラ
V
F
K
買
置
い
た
頗

る
大
量
の
獣
肉
が
と
れ
ら
の
地
の
埠
頭

K
山
積
し
て
イ
ギ
リ
ス
舶
白
来
航
色
待
っ
て
ゐ
た
た
め
に
、
と
れ
を
捌
〈
必
要
主
、
定
期
船

〆

の
特
殊
舶
姶
又
は
冷
凍
装
置
舶
拾
の
靴
保
従
っ
て
徴
鼓
制
。
鱗
績
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。

徴
後
併
時
現
骨
期
間
に
ワ
い
で
一
言
附
け
足
し
て
置
〈
。
第
一
次
世
界
大
戦
勃
設
に
常
っ
て
徴
援
醐
に
闘
し
取
組
め
ら
れ
た
基
本
協
定
謂
は
ゆ
る
イ

ン
チ
ケ

I

Y
協
定
(
一
九
一
四
年
十
月
二
二
日
成
立
)
で
は
、
徴
用
盟
解
除
謙
告
期
聞
は
一
一
一
ヶ
月
と
定
品
ら
れ
た
。
突
融
解
除
さ
れ
て
も
ζ

れ
を
受
取
る
舶

主
慨
白
方
で
用
誌
が
出
車
て
ゐ
な
い
と
ξ

白
な
い
よ
う
に
、
こ
の
宇
う
に
定
め
た
の
で
あ
る
が
、
一
つ
に
は
、
開
戦
常
時
は
海
運
不
況
品
目
た
め
に
舶
主

た
ち
は
宇
っ
て
政
府
の
徴
護
下
に
入
ら
う
と
し
、
政
府
に
依
っ
て
自
社
冊
目
徴
鼓
さ
れ
る
と
と
を
寧
ろ
白
骨
た
ち
の
利
組
と
考
へ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

併
し
、
そ
の
後
の
事
情
は
襲
っ
た
。
殊
に
休
戦
と
な
る
と
、
機
告
期
間
三
ヶ
月
な
E
K
言
つ
て
は
居
れ
ず
、
一
日
で
も
早
〈
、
徴
査
か
ら
自
由
に
な
る

こ
k
を
彼
等
は
望
ん
官
。

一
丸
一
九
年
三
月
を
超
え
る
と
、
船
腹
不
足
は
吹
第
に
緩
和
を
辿
り
、
第
一
表
に
見
る
如
〈
、
戦
争
闘
係
職
設
船
と
修
特
中
・
検

Fairplay， Dec. 5， 191:8. p. 818 
Fairplay， Dec. 12， 1918. p. 8S8. Dec. 19， 1918， p. 892 
E王oulder，1:1.， Th~ Shipping Position， Fa:irplay， Jan. 2， 1919， p. 38. 
Dt:arl町 Ecunoll1u;Chronil.lt:.， p. 248 

24) 
25) 
26) 
27) 



h 

t
I
中
仙
町
舶
と
が
減
少
す
る
一
方
、
自
治
領
楠
民
地
貿
易
輸
送
舶
殊
に
イ
ギ

H
ス
本
園
練
入
貿
易
就
航
般

四

航詳細(1，600綿i噸以上)就役別 (単位l~OOO重量噸)

1019月1&31qL日 1919斗;1 i~":ii屯ド |1 191390勾日
2月28日 4月30日 6月

職事関係職主主 4，858 -3，347 
修繕中又は検査中 1，328 2，148 l/iO自 1，4Q3
聯合圏中立図向け轍誕 3，575 2，959 4，017 I 4，269 
自由領植民地貿易職議 1，445 1，762 2，098 I 2，196 
イギリス本岡轍入貿易就役 6，696 7，467 8~321 1 9，340 
沿岸航路舶屯'線敷設朗報 77 109 160 1. 125 

F、F の イ由 共 言f 17，979 18，531 18，日7119，024

が
著
し
〈
増
加
し
た
o

し
か
も
、
賓
際
の
統
制
解
除
割
合
は
己

れ
ち
の
数
字
が
一
叩
す
以
ム
ー
に
行
は
れ
た
。
と
一
千
点
の
は
、
政
府

営
局
が
民
間
徴
愛
舶
を
解
除
す
る
目
的
を
も
っ
て
休
戦
前
に
竣

二E
し
た
政
)荷

所
有
舶
の
大
部
一分
九を
一政

九 M
年百
六 J菱
月閥
宋係
現航
在路
、 t亡
政手
府首

航芹舶(1，600~，蜘旬以上)徴護別

し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
っ
て
、

の
完
全
使
役
下
に
あ
っ
た
航
洋
舶
D
約
半
数
は
政
府
所
有
舶
又

ル
*

は
政
府
掌
姉
船
で
も
つ
尤
占
め
ら
れ

τゐ
た
。
た
段
、

九

九
年
コ
一
月
二
一
日
モ
の
第
一
臓
が
ド
イ
ツ
を
出
港
し
た
ド
イ
ツ

引
渡
船
も
逐
弐
輸
送
船
腹
と
し
て
就
役
を
始
め
、
イ
ギ
リ
ス
商

嵐
山
眠

舶
D
徴
設
解
除
の
た
め
に
有
力
に
作
用
し
た
。

*
イ
ギ
リ
ス
海
軍
常
局
が
民
間
商
柑
白
出
車
る
限

n
多
吸
を
徴
費

解
除
せ
ん
と
し
て
完
全
使
役
舶
に
柿
っ
た
努
力
の
一
例
と
し
て
位
、

司

E
4
F
F
E町
田
命
日
置
@
日
V
E∞
を
要
問
。

ー
ド
イ
ツ
か
ら
聯
合
岡
へ
引
渡
さ
る
べ
き
船
舶
は
合
計
約
一
一
、
0
0

0
、
0
0
0
剛
で
あ
っ
た
が
、
と
白
う
ち
約
宇
教
が
一
元
一
九
年
三

月
ニ
一
日
恥
ら
山
月
末
日
へ
品
け
て
引
植
を
完
了
し
た
。
そ
し
て
同
年
百
月
一
日
現
荘
、
こ
の
う
ち
の
更
に
約
半
数

以
上
が
就
役
し
た
。
な
ほ
、
乙
れ
ら
の
ド
イ
ツ
引
渡
舶
に
却
し
て
は
、
放
客
舶
は
軍
隊
・
捕
虜
・
避
難
者
の
輪
選
に
、

貨
物
捕
は
主
と
し
て

y
イ
ツ
繰
済
復
興
の
た
め
の
輪
誌
に
使
役
す
る
と
と
を
原
則
と
し

h
。

体 1表

件
職
後
四
舶
舶
徴
後
解
除
過
程

、
¥ 

体
五
十
八
巻

四
C 
七

(単位隻数)

191 6勾i 1917'平

1月15月19月 1月1
3月17月 oU;月16月19月1

12fj

完条徴宣車畑 1，370 1，428 1，384 1，672 1，676 1，6田 1，503 1，319 532 
不完全徴護珊 2，387 2，259 2，267 1，829 1，703 1，451 1，310 1，57ケ 2，376 2，614! 2'，773 
計 3，757 3，687 3，651 3，501 3，379 3，口8"2.813 2，896 2，908 2，91812，932 

第 E表第一一一蹴

ブL

28) Dearle， Econom~c Chronicleεp. 249; Fuyle;Seaborne Trade， Vol.JJL~ p. 4 '7 
29) Economist， Jan. 18. 1919， p. 71. 
30) 31) Fayle， War and Shipping.， p. 363 
32) Fayle， War and Shipping.， p. 363 



休
戦
後
の
舶
舶
徴
濃
解
除
過
程

婦
五
十
1
品
世

第
三
披

四

O
凡

O 

い
ま
、
営
時
の
徴
費
解
除
過
程
在
知
る
上
の
参
考
と
し
て
第
二
表
を
拘
げ
る
。
E
れ
に
依
る
と
、
完
全
徴
護
舶
は
次
第
に
減
少
を

辿
b
J
、
不
完
全
徴
稜
舶
又
は
部
分
的
徴
殻
舶
は
著
し
〈
増
加
し
て
ゐ
る
。

回

舶
舶
徴
稜
制
の
杢
鹿

こ
の
や
う
に
休
戦
後
の
徴
強
制
解
除
は
弐
第
に
進
捗
を
辿
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
事
賃
上
の
全
両
的
解
除
を
見
る

E
L
に
た

っ
た
の
は
殆
ん
ど
強
期
し
た
い
闘
係
か
ら
で
あ
っ
た
。
と
己
で
我
々
は
休
戦
後
民
於
け
る
窪
貨
統
制
と
運
賃
市
況
と
に
つ
い
て
一
瞥

し
詮
け
れ
ば
註
ら
ね
。

休
戦
後
D
海
運
統
制
は
イ
ギ
リ
ス
船
主
に
と
っ
て
不
平
不
満
白
種
で
あ
っ
た
が
、
彼
等
の
不
平
は
多
〈
運
賃
牧
入
に
つ
い
て
放
た

れ
た
。
休
戦
保
約
が
締
結
さ
れ
た
と
て
、
物
資
交
流
白
極
め
て
不
園
滑
紅
際
、
一
時
に
船
舶
を
杢
商
的
に
解
除
し
て
は
、
運
賃
従
っ

て
物
債
を
暴
騰
に
導
き
、
岡
氏
白
っ
ち
棒
〈
限
ち
れ
た
富
裕
階
級
を
し
か
と
れ
に
耐
え
し
め
な
〈
な
る
虞
が
あ
つ
あ
。
従
つ
で
、
営

局
と
し
て
は
既
遁
D
如
〈
休
戦
後
も
引
繍
い
て
統
制
を
弛
め
宇
、
蓮
貨
統
制
に
つ
い
て
も
船
主
側
の
諒
解
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

一
九
一
九
年
を
過
し
て
、
舵
州
は
外
国
航
路
舶
も
沿
岸
航
路
柚
も
一
般
に
許
可
制
の
下
に
あ
り
、
定
期
船
も
引
緩
昔
イ
y

チ
ケ
ー
プ
協
定
に
拘
束
さ
れ
た
。
運
賃
・
傭
船
料
統
制
は
、
同
じ
一
九
一
九
年
で
も
前
期
に
於
い
て
強
C
後
期
に
は
緩
和
に
向
う
た

抗
、
大
躍
に
於
い
て
、
不
定
期
般
積
貨
物
で
は
、
北
ア
メ
リ
カ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
プ
レ
ー
ト
か
ら
の
小
姿
、
プ
レ
ー
ト
・
南
ア

フ
リ
カ
か
ち
の
五
日
刊
黍
、
キ
品
ウ
パ
・
イ
ギ

H
Z
領
四
印
度
-
P
ヤ
パ
・
モ
リ
ヂ
ウ
ー
か
ら
の
砂
糖
、
カ
ナ
ダ
か
ら
の
木
材
・
等
々
、

輪
出
貨
物
で
は
、
フ
ラ
Y

ス
・
イ
タ

H
ア
そ
の
他
重
要
貯
炭
所
へ
の
一
石
炭
、
イ
ギ
り
ス
沿
岸
轍
廷
の
石
炭
・
等
に
つ
い
で
統
制
が
布

か
れ
た
。
イ
ギ

H
ス
海
運
合
議
所
の
算
定
に
依
れ
ぽ
、
一
九
一
九
年
を
通
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
輸
入
貨
物
の
二
五
パ
ア
セ
ン
ト
が
政
府

自H
ち

33) FayJe， War and Shipping.， p・366
34) Fayle， War and Shipping.， p. 367 
35) Fayle， Seaborne Trade， Vol. IIJ.， p. 422:・
36) ..Fayle， Wa-r and晶 ipping.，pp. 427-8 



運
賃
、
そ
白
他
二
五
パ
ア
セ
ン
ト
が
統
制
運
賃
白
下
に
あ
っ
た
由
咽

*
一
九
一
ー
丸
年
二
月
一
一
目
、
傭
醐
料
の
最
高
限
度
が
決
定
さ
れ
た
が
、
同
年
七
月
一
一
一

O
日
に
は
と
白
限
度
が
底
止
さ
れ
、
外
岡
航
路
運
賃
は
次
勢

に
活
視
を
曇
し
た
肘

運
賃
・
傭
船
料
を
制
限
し
な
い
揚
合
に
あ
っ
て
も
、
営
局
の
採
っ
た
航
路
指
定
制
は
徴
費
解
除
舶
に
謝
し
て
事
賃
上
町
議
賃
制
限

と
し
て
作
用
し
た
。
即
ち
、
舶
が
徴
致
制
か
ら
解
除
さ
れ
た
に
し
て
も
、
就
役
航
路
を
指
定
さ
れ
て
ゐ
た
た
め
、
荷
主
又
は
傭
船
者

由
来
宇
る
と
と
ろ
と
た
り
、
さ
も
た
〈
ぽ
符
た
で
あ
ら
う
運
賃
を
舶
主
は
皐
げ
る
己
と
が
山
川
来
一
段
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
、

徴
裂
解
除
後
の
就
航
在
。
ブ
ラ
ル
グ
ル
航
路
と
指
定
さ
れ
た
己
と
に
依
っ
て
、

市
揚
運
賃
が
三
七
士
山
六
片
を
唱
へ
て
ゐ
る
陀
拘
ち

十
、
首
該
舶
舶
が
ジ
プ
ラ
ル
タ
ル
航
路
以
外
民
就
航
し
符
ざ
る
事
情
を
知
っ
て
ゐ
る
荷
主
又
は
傭
船
者
は
一
七
士
山
六
片
以
上
白
吏
排

を
拒
絶
す
る
と
云
ふ
揚
合
を
生
じ
た
。
そ
し
て
、

E
れ
を
不
満
に
思
ひ
、
か
〈
て
は
繋
船
す
る
以
外
陀
た
い
と
営
局
に
訴
へ
る
と
、

権
運
綿
監
か
ら
船
主
白
得
た
問
答
は
「
指
定
通
り
舶
舶
を
就
役
し
た
い
揚
合
は
再
び
E
れ
を
徴
裂
し
て
政
府
貨
物
白
積
取
を
命
宇
る

だ

け

で

あ

る

。

」

と

云

ふ

の

で

あ

ワ

犬

。

-

併
し
、
イ
ギ
リ
ス
海
運
業
界
に
と
っ
て
の
問
題
は
「
運
賃
そ
れ
自
慢
の
同
復
土
り
も
闘
争
ろ
逗
賃
の
岡
籍
別
積
荷
別
航
路
別
不
均
衡

で
あ
っ
た
。
多
時
間
の
も
の
が
自
由
運
賃
を
稼
ぐ
の
に
イ
ギ
リ
ス
舶
だ
け
が
青
本
率
そ
の
他
。
統
制
運
賃
を
強
制
さ
れ
て
ゐ
る
と
云

ι

E
と
で
あ
っ
た
。

E
白
園
白
船
主
も
同
一
僚
件
で
あ
れ
ば
文
句
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
船
だ
け
が
市
場
窪
賃
の
機
舎
を
典

へ
ら
れ
な
い
で
貧
血
症
を
強
ひ
ら
れ
る
と
云
ふ
己
と
で
あ
っ
た
。
」
白
由
運
賃
と
統
制
運
賃
と
D
ひ
ら
昔
、
中
立
園
舶
と
イ
ギ
リ
ス
舶

と
の
問
に
於
け
る
運
賃
白
ひ
ら
昔
、

E
れ
が
問
題
で
あ
っ
た
。
例
へ
ぽ
、
プ
レ
ー
ト
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
問
自
由
蓮
貨
は
一
九
一
九

年
初
夏
噺
営
り
二
八

O
志
、
同
年
末
一
九

O
乃
至
二
二

O
志
で
あ
う
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
指
定
舶
の
運
賃
は
僅
に
六
二
志
六
片
で
あ
っ

休
戦
後
四
舶
嗣
徴
設
解
除
過
程

第
五
十
八
巻

』ーも

四

O
丸

第
三
腕

Fairplay， Dec. 25， 1919. p. 1488 
Fayle， War and Shipping.， p. 370. 
Fayle， War and Shipping'J p. 370; Chamber of Shipping of lT. K'J Annual 
191十四 p.18 

37) 
38) 
39) 



休
戦
後
由
抽
舶
徴
質
解
除
過
程

第三一揖

一一一-「

た
。
イ
ギ
リ
ス
北
部
地
方
・
フ
ラ
Y

ス
大
西
洋
岸
問
一
般
蓮
賃
は
一
凶
志
乃
至
一
一
立
志
六
片
で
あ
っ
た
に
謝
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
指
定

第
五
十
八
巻

四

O 

舶
の
そ
れ
は
八
士
山
六
片
で
あ
ワ
た
。
ま
た
、
ジ
ャ
パ
・
イ
ギ
リ
ス
本
岡
間
日
本
船
運
賃
は
一
七

O
志
乃
至
三
五

O
士
山
で
あ
っ
た
に
針

し
て
、
イ
ギ
リ
ス
指
定
仙
問
。
そ
れ
は
僅
に
九

O
志
忙
過
ぎ
た
か
っ
た
。
権
運
組
監
は
定
期
傭
船
料
に
つ
い
て
も
と
れ
を
制
限
し
、
二
、

五
O
O
重
量
噸
以
上
白
す
べ
て
白
イ
拘
リ
ス
舶

ι針
し
重
量
嚇
常
り
二
五
志
以
下
た
る
べ
〈
命
令
し
た
。
も
う
と
も

J
E
の
制
限
は

一
九
一
九
年
七
月
解
除
さ
れ
は
し
た
け
れ
ど
も
、
他
↑
』
陀
於
け
る
イ
ギ
リ
ス
不
定
期
舶
の
航
海
制
限
は
定
期
傭
般
料
を
釘
付
け
に
し

て
僅
に
二
五
士
山
乃
至
二
七
志
六
片
見
常
を
喝
へ
し
め
た
。
己
れ
は
日
本
舶
そ
の
他
の
中
立
園
舶
が
一
九
一
九
年
末
頃
ま
で
に
事
げ
た

。

三
五
志
乃
至
四
七
士
山
六
片
D
傭
舶
料
に
比
べ
て
徐
り
に
も
大
雪
左
懸
隔
で
あ
っ
た
。

言
ふ
ま
で
も
な
く
、
か
う
し
た
欣
態
は
さ
ら
で
だ
に
職
守
に
閃
り
勢
力
を
減
退
し
た
イ
ギ
リ
ス
海
涯
の
耐
え
得
る
と
と
ろ
で
は
な

か
っ
た
。
戦
時
中
極
め
て
高
率
逗
貨
を
牧
得
し
て
利
潤
白
蓄
積
又
は
舶
質
の
改
善
に
努
め
た
巾
立
岡
(
日
本
・
ア
メ
リ
カ
を
合
む
)
の
柚

主
に
封
ず
る
イ
ギ
リ
ス
船
主
の
競
争
は
と
れ
が
た
め
筑
と
困
難
I
C

怠
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
既
に
峨
時
中
か
ら
開
始
さ
れ
た
石
炭
燃

焼
般
か
ら
油
燃
焼
舶
へ
白
山
静
誼
的
鑓
動
に
山
却
し
て
中
立
ロ
閥
拍
手
た
ち
は
夫
と
鹿
す
る
と
と
ろ
が
あ
っ
た
け
れ
E
も
、
イ
ギ
リ
ス
柚
主

制

に
は
そ
れ
だ
け
D
徐
裕
が
十
分
に
友
か
っ
た
。
一
九
一
九
年
五
月
、
イ
ギ
リ
ス
海
運
界
と
し
て
は
待
望
の
超
過
利
得
税
の
大
幅
引
下

(
八

O
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
四
O
ハ
l

セ
シ
ト
コ
が
行
は
れ
た
と
き
に
も
、
こ
れ
が
契
機
と
し
て
示
現
し
た
の
は
皐
た
る
一
時
的
プ
1
ム
で

し
か
な
か
っ
た
。
か
〈
て
、
休
戦
保
約
締
結
後
一
ヶ
年
を
経
過
す
る
も
満
足
在
欣
態
の
到
来
せ
ざ
る
を
見
た
海
運
業
者
た
ち
は
満
〈

焦
燥
を
感
じ
て
政
府
非
難
に
そ
白
日
そ
の
日
を
透
っ
た
。

一
九
二

O
年
に
な
る
と
、
も
は
や
認
貨
統
制
を
必
要
と
し
-
泣
い
ゃ
う
友
事
情
が
潮
究
展
開
し
て
来
た
。

赦
態
が
愈
む
持
績
的
平
和
戒
態
に
ま
で
護
展
を
辿
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
邸
ち
、
需
要
側
白
事
情
と
し
て
は
、
先
づ
、
ョ

I
ロ
ヅ
園
ハ
大

し
か
る
に
、

一
時
的
休
戦

Dearle， Economic Chronicle.， pp. 24K 276 
Fairplay~ Mar. 6. 1919. p. 504 
Fairplay， Nov. 21， 1919・p.752 
Fayle， War anel Shipping.， pp. 374-5 
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陸
の
秩
序
同
復
と
共
に
軍
隊
武
器
開
襲
等
白
港
返
が
著
し
〈
減
少
し
、
更
に
、

ス
石
品
川
産
出
納
白
減
退
が
硝
腹
需
要
を
減
殺
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
三
ユ
ウ
ジ

l
ラ
ン
下
陀
買
惜
し
た
食
料
品
の
貯
蔵
も
己
の
頃

一
九
一
九
年
か
ら
一
九
三

O
年
へ
か
け
て
の
イ
ギ
リ

は
そ
れ
程
陀
積
極
的
防
腹
需
要
と
し
て
作
用
し
左
〈
た
っ
た
。
他
方
、
供
給
側
の
事
情
と
し
て
は
、
先
づ
、
船
渠
に
於
け
る
船
舶
修

理
の
遅
延
欣
態
が
改
善
し
、
昨
附
濁
相
相
模
白
程
度
も
そ
れ
程
に
目
立
た
注
〈
な
っ
た
。
し
か
も
、
土
り
積
根
的
要
因
と
し
て
浩
楠
量
の

増
加
が
・
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
一
丸
一
九
年
一
九
二

O
年
の
進
水
高
は
大
戦
前
の
水
準
前
後
(
一
丸
一
一
ー
一
三
年
平
均
一
、
八
ご

五、
0
0
0
線
噸
)
で
ち
っ
た
け
れ
ど
も
、
世
界
杢
勝
一
に
於
け
る
同
期
白
進
水
量
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
園
に
於
け
る
休
戦
後
白
惰
性
的
大

量
浩
般
を
反
映
し
て
、
大
戦
前
白
水
準
(
一
九
一
一
一
一
早
年
平
均
一
一
、
九
六
二
、
0
0
0
綿
噸
)
を
三

O
O高
乃
至
四
0

0
寓
棉
噸
も
超
過
し

た。

E

D
上、

F
イ
ツ
舶
D
引
渡
も
イ
ギ
リ
ス
商
楠
腹
白
上
に
相
営
白
ゆ
と
り
を
有
た
せ
る
E
と
に
た
っ
た
。
事
賃
、
ド
イ
ツ
舶
の

掛
下
が
一
九
二

O
年
九
月
か
ら
行
は
れ
る
や
、

昔
、
「
奮
敵
園
舶
の
喪
却
を
イ
ギ
リ
ス
結
主
に
限
定
し
土
う
と
す
る
か
ら
般
僚
が
低
落
す
る
の
で
あ
る
。

也
事
価

れ
を
開
放
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
提
唱
し
た
程
で
島
る
。

己
れ
が
還
賃
低
落
傾
向
を
助
長
し
た
た
め
、

北
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
舶
主
協
台
。
如

宜
し
〈
外
国
舶
主
に
も
と

同
み
に
、
こ
の
要
章
は
容
れ
ら
れ
、

一
九
二
一
年
七
月
一
日
以
降
、
凶
籍
を
問
は
f
何
人
に
も
奮
敵
国
舶
を
捕
下
げ
る
ζ

是
と
し
、
更
に
周
年
八
周

一
日
以
降
イ
ギ
リ
ス
舶
の
岡
籍
移
轄
を
も
許
可
ナ
あ
と
し
た
。
個
L
、
イ
ギ
リ
ス
舶
主
の
多
〈
は
中
古
舶
を
手
離
し
て
近
代
的
な
ド
イ
ツ
引
渡
畑
を
購

入
し
た
。
従
づ
て
ド
イ
ツ
引
技
加
の
大
部
分
は
イ
ギ
9
ス
図
内
に
と
E
玄
ワ
た
。

か
う
し
た
事
情
に
閃
っ
て
一
九
二

O
年
目
運
賃
市
況
は
年
初
数
ヶ
月
の
高
位
を
経
過
す
る
と
本
格
的
低
落
を
辿
っ
た
。
い
士
、
第

=
一
表
を
見
る
に
、
認
賃
・
傭
船
料
は
一
九
二

O
年
の
盛
夏
忙
入
っ
て
著
し
い
崩
れ
を
見
せ
、
七
月
に
は
同
年
平
均
水
準
以
下
広
、
年

末
に
は
六

C
パ
ア
セ
ン

F
見
営
民
主
で
低
落
し
た
。
か
〈
て
は
、
政
府
と
し
て
も
必
需
物
資
の
輸
送
に
何
等
手
段
を
要
せ
守
し
て
胎

休
職
後
四
冊
舶
徴
費
解
除
過
程

第
五
十
八
巻

F可

第
三
銃

Fairplay， Jan. .2. 1919. p_ 42; Fayle， War and Shipping目， p. 376. 
Fllyle，、，Vatand Shipping.， p. 385. 
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件
戦
後
四
冊
抽
徴
毅
解
酷
過
程

腹
の
入
手
が
出
来
、
従
っ
て
、
船
舶
統
制
白
必
要
を
見
た
〈
在
っ
た
白

で
あ
る
。
そ
と
で
、

E
れ
よ
り
先
、

一
丸
一
一
。
年
三
月
一
日
以
降
北
T

メ
w
ツ
カ
よ
り
イ
ギ
リ
ス
本
園
向
田
定
期
船
に
劃
し
て
徴
強
制
を
完
全
に

m別

撤
回
し
た
イ
ギ
明
月
営
局
は
、
同
年
七
月
七
日
以
後
は
預
期
せ
ざ
る
特

別
の
揚
合
を
除
い
て
航
海
許
可
制
を
諸
問
せ
ざ
る
と
と
と
し
、
七
月

五
日
以
降
は
沿
岸
航
路
舶
に
も
他
の
航
路
般
民
も
運
賃
制
限
を
杢
慶
す

商る
白甘 と
に環
撤表
慶し
ずた
る。

と遁
公ワ

告て
し、

7ζ'")九
。月

日

に
Ij: 

同
日
1;1. 
降
航
1=j 
古，1]
限
を
金

ι
己
に
於
い
て
、
イ
芋
m
'
R
海
運
線
監
の
船
舶
徴
掛
目
標
能
は
一
般
的

終
一
お
を
昔
げ
た
。
但
し
、
己
れ
で
も
っ
て
そ
の
徴
設
構
能
が
金
〈
喪
失

算
五
+
凡
巻

第
三
挽

回

回

46) 

運賃・定期傭醐料指数 (19:回年平均を100)

1921年 1922年

運賃附料 運賃陥抽料 運質問舶料

1月 123 149 46 60 33 30 

2月 133 149 38 42 34 30 

3 Jl 141 134 37 胡 33 30 

4月 127 120 39 36 31 28 

5月 121 101) 40 37 33 27 

6月 112 112 43 36 30 26 

7月 95 94 43 35 28 25 

8月 84 81 40 35 28 25 

9月 84 78 35 34 27 25 

10月 93 84 30 30 28 24 

11月 80 81 29 . 30 30 25 

12月 58 60 33 30 31 24 

官事3表

一
九
二

O
年
一

O
月
一
八
日
に
勃
裂
し
た
茨
坑
ス
ト
ラ
イ
キ
に
針
廃
し
て
海
運
綿
監
は
四

O
O隻
乃
至

五
O
O隻
の
酷
舶
に
謝
し
て
石
炭
の
積
取
を
命
じ
て
居
り
、
他
方
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
=
且
ウ
ジ

1
ラ
ン
ド
航
路
定
期
船
白

冷
凍
装
置
婚
は
引
績
い
て
と
れ
を
徴
裂
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

E
れ
は
、
先

rも
漣
ベ
た
如
〈
、
オ
1
ス
ト
ラ

H
7
・

一
九
二
の
一
年
一
二
月
以
後
同
地
方
の
滞
貨
が
減
少
す
る
に
つ
れ
て
営
摂
航
路
白

一
九
一
二
年
四
月
以
後
は
己
れ
を
徴
護
制
か
ら
査
〈
解
放
す
る
E
と
に
し
わ
叫

し
た
が
け
で
は
泣
か
っ
た
。

=
ユ
ワ
ジ

1
ラ
ジ
ド
の
特
殊
事
情
に
凶
る
も
の
で
、

定
期
柏
に
も
少
し
づ
っ
自
由
貨
物
D
積
取
を
詳
し
、

事
定
期
舶
の
う
ち
で
も
最
も
早
〈
徴
議
さ
れ
た
時
凍
袈
詮
舶
は
解
除
の
場
合
は
最
も
後
れ
て
ゐ
る
。
こ
hv
は
職
時
宜
料
品
目
補
給
輪
懇
の
上
に
特
に

註
意
ナ
ベ
き
と
と
と
言
は
ね
ば
な
ら
向
。

Fayle， W 町 and.S~ppin~.~ p. 449 
De町'le，Economic Chronicle.， p. 3 IO 〆

FMYphy，sept l2Z9回， p. 7?.O; Dearle， Econornic Chronicle.， pp. 320-4; 
:Fayle， War and '-Shipping.， p. 383・
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と
れ
と
同
様
の
特
殊
事
情
は
プ
レ
ー
ト
積
食
料
品
の
輪
迭
に
も
見
ら
れ
た
。
と
白
方
而
の
輸
送
は
一
丸
一
九
年
一
二
月
一
ニ
一
日
を

も
っ
て
商
務
省
と
白
輪
設
契
約
期
限
は
到
来
し
た
の
で
あ
る
が
、
海
運
市
況
不
味
白
折
柄
、

E
れ
を
も
っ
て
直
ち
忙
轍
港
閥
係
を
打

切
っ
て
は
特
に
同
方
商
の
輪
廷
に
と
れ
ま
で
貢
献
し
た
船
主
に
劃
し
て
多
大
の
損
失
を
及
ぼ
す
こ
止
に
在
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
営
局

は
徴
波
形
式
を
モ
?
ま
ま
行
使
し
て
一
丸
一
二
年
八
月
ま
で
と
れ
が
輸
送
契
約
を
継
続
し
た
。
そ
の
契
約
運
賃
も
一
九
一
九
年
三
月

~

m

仰

の
契
約
保
件
に
従
ふ
己
と
と
し
た
。

因
み
に
、

一
九
一
一
一
年
三
月
「
軍
需
省
並
び
忙
海
運
省
閉
鎖
法
」
の
遁
過
と
共
に
海
運
徳
川
院
の
任
務
は
全
〈
完
了
し
、
関
防
金
権
法

が
海
運
綿
佐
忙
賦
興
し
た
す
べ
亡
の
棒
利
と
義
務
と
は
商
務
局
の
梅
務
課
に
移
譲
さ
れ
た
。

五

結

言

以
上
で
、
第
一
安
世
界
大
戦
也
後
忙
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
徴
殻
舶
に
謝
し
て
採
っ
た
政
策
過
程
を
梗
慨
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

開
戦
直
後
の
附
舶
徴
褒
過
程
が
部
分
的
比
例
的
徴
裂
か
ら
一
般
的
全
面
的
徴
殻
へ
と
裂
展
し
た
の
と
軌
を
同
じ
〈
し
で
、
休
戦
後

の
徴
焚
解
除
も
部
分
的
解
除
か
ち
潮
吹
全
面
的
解
除
へ
の
過
程
を
辿
っ
た
。
戦
時
舶
舶
徴
褒
が
平
時
本
質
的
在
色
白
航
路
か
ら
着
手

せ
ら
れ
て
漸
次
一
般
的
に
溌
展
し
た
る
に
射
し
亡
、
休
戦
後
白
徴
費
解
除
も
本
質
的
た
ら
ぬ
航
路
か
ら
開
始
せ
ら
れ
本
質
的
航
路
は

最
後
ま
で
統
制
下
に
世
か
れ
も
定
期
防
と
不
定
期
船
の
匝
別
に
つ
い
て
云
へ
ぽ
、
戦
時
徴
裂
が
不
定
期
船
か
ら
定
期
般
へ
と
褒
展

し
た
る
に
針
し
て
、
休
戦
後
の
徴
費
解
除
は
定
期
締
か
ら
不
定
期
附
へ
と
進
行
し
た
。
輸
送
機
能
の
相
違
が
か
う
し
た
致
展
を
辿
ら

し
め
た
の
で
あ
る
。

戦
時
中
か
ら
休
戦
後
へ
か
け
て
中
立
岡
舶
主
白
皐
げ
る
英
大
な
運
賃
牧
訴
に
比
べ
て
自
分
た
ち
の
利
待
の
貧
弱
苫
に
腹
立
っ
た
f

ギ
リ
ス
舶
主
が
休
戦
後
も
継
続
す
る
海
運
統
制
忙
不
平
D
聾
を
放
っ
た
の
は
至
っ
て
同
然
で
あ
る
が
、
一
方
士
た
、
酬
明
合
園
の
休
戦

後
に
於
け
る
政
治
経
済
調
整
の
た
め
に
海
上
機
迭
の
貫
責
主
負
ふ
た
イ
ギ
リ
ス
首
局
が
休
戦
後
の
船
腹
不
足
陀
劉
底
し
て
舶
舶
統
制

件
職
伎
の
舶
舶
徴
護
鼎
除
週
程

停
五
十
八
巻

第
=
一
揖

ヨ正

!四

Sir Alfred Bobth白論

Fa.yle， W.ar and Shipping.， pp. ~83-4・
Fayle，、Narand S~ipping.!.. p. 384 
これについては、 AnchorLineの年来線曹に於ける
惑を参照。J<'airplay，Dec. 5， 191M， p. S.3M. 
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俸
五
十
凡
品
世

の
中
摘
で
あ
る
徴
強
制
を
容
易
に
弛
め
た
か
っ
た
り
も
至
営
の
措
置
で
あ
っ
た
。
事
甚
だ
筒
草
の
如
く
に
し
て
、
休
戦
と
同
時
に
自

由
市
場
の
同
復
を
望
ん
で
逸
る
船
主
を
抑
へ
、
所
期
白
目
的
を
完
遂
す
る
白
は
却
々
容
易
で
は
た
い
。

体
撤
山
世
白
畑
曲
徴
護
解
除
事
程

博
=
一
鵠

六

四

回

友
降
、
終
り
民
営
っ
て
附
加
へ
た
い
の
は
イ
ギ
リ
ス
固
有
舶
が
休
戦
後
白
徴
議
解
除
に
貰
献
し
て
ゐ
る
己
と
で
あ
る
。

既
忙
戦
時
海
上
輸
送
が
さ
う
で
あ
っ
た
如
く
、
休
戦
後
の
海
上
輸
迭
に
貢
献
し
た
の
は
民
間
商
船
だ
け
で
は
た
か
っ
た
。
固
有
拙

も
興
っ
て
犬
に
力
が
あ
っ
た
。
開
戦
後
間
も
な
〈
治
艦
と
共
に
造
船
主
海
軍
の
管
理
に
置
い
て
謂
は
ゆ
る
標
準
舶
を
多
数
民
建
遁
L

*
*
 

た
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
休
戦
営
時
に
は
、
貨
に
一
大
国
有
商
船
隊
を
擁
し
て
ゐ
た
。
と
と
る
で
、

E

D
固
有
商
船
除
に
封
ず
る
営
局

，
の
政
策
態
度
は
極
め
で
は
っ
き
り
し
て
ゐ
た
。
世
界
大
械
を
経
過
し
て
今
夏
の
如
て
商
舶
の
固
防
機
能
を
痛
感
し
た
一
部
白
者
の
海

蓮
岡
替
論
忙
耳
を
籍
す
と
と
た
〈
、
休
戦
保
約
を
締
結
す
る
や
、
海
謹
統
制
解
除
の
一
般
的
方
針
を
表
明
す
る
と
共
に
遇
措
華
の
民

間
使
用
ιを
許
可
す
る
と
と
忙
し
た
。
モ
し
て
、
迅
速
且
つ
巧
妙
に
E

D
同
国
有
船
隊
の
梯
下

K
着
手
し
恥
だ
が
、
同
よ
り
、
闘
有
般

，
 

は
一
事

K
し
て
抑
下
げ
ら
れ
た
の
で
は
危
く
、
己
の
問
イ
ギ
リ
ス
営
局
は
休
戦
後
民
同
商
般
を
出
来
る
だ
け
多
〈
徴
描
暗
か
ら
解
除
す

る
た
め
忙
園
有
舶
を
政
府
関
係
輪
拍
車
に
使
役
す
る
一
方
、
漸
弐
固
有
舶
を
民
間
に
燐
下
げ
て
民
間
柏
主
の
手
持
船
腹
を
増
大
せ
し
め

た
。
勿
論
、
休
戦
直
後
に
あ
っ
て
は
、
箇
有
舶
白
挽
下
は
即
ち
徴
殻
制
か
ら
の
解
除
を
意
味
せ
守
、
梯
下
船
と
雄
も
従
来
週
り
の
統

制
の
下
に
運
航
し
た
白
で
あ
る
が
、

E
れ
に
依
っ
て
舶
腹
を
附
加
す
る
と
と
白
出
来
た
拍
主
は
、
そ
の
企
業
粧
品
百
に
闘
力
性
を
増

し
、
一
方
で
は
そ
れ
だ
け
徴
裂
制
の
継
続
に
耐
土
得
る
と
共
に
、
他
方
で
は
彼
等
従
っ
て
イ
ギ
リ
ス
海
運
杢
慢
の
戦
後
稽
制
殊
に
国

際
的
競
争
を
止
り
有
利
に
展
開
す
る
E
と
と
た
っ
た
の
で
あ
る
。

帯
広
ヨ
ノ
ミ
ス
ト
の
産
業
部
門
別
企
業
利
益
事
に
従
ワ
て
イ
ギ
P
ス
海
運
業
閉
そ
れ
を
見
る
に
、
一
九
一
四
年
一

7
六
が
二
九
一
五
年
七
・
九
百
、

一
九
一
六
年
一
三
、
一
声
、
一
九
一
七
年
二
一
・
八
月
、
一
九
一
凡
年
二
了
五
百
、
一
九
一
九
年
一
一
一
一
二
区
で
あ
る
訓

Z
傘
捕
舶
・
購
入
丹
岡
崎
を
合
晶
て
体
職
常
時
の
イ
ギ
9

ス
は
計
四
O
O
集
録
を
梅
垣
脇
監
又
は
海
軍
白
名
に
於
い
C
監
蜂
し
て
ゐ
た
。
同
h
F

に、

件
職
官
時
白
建
鑑
中
舶
曲
目
五
分
自
回
は
政
府
計
算
の
も
白
で
あ
っ
た
出

(
静
)

~盤、俸ー衣世界大職後白イギリス海運政策、指揮、昭和[9年3月説、参照。
J:airplay， July 31， 1919. pp田 2Sι9
Fayle， War and Shipping.， p. 334，なほ deV ries， M.， Heutiger Protekt回 n-
ismus in der Weltschiftahrt， Herlin 1930， S. 10参照。
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